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利
V
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山
内
山
寺
内
的
民
晶
封
則
を
代
行
と
L
て
苛

利
小
山
に
十
瓜
h
、
二一
干
利
訂
に
七
瓜
耐
を
分
か
つ
士
o
u
m
抗
討
と
し
た

4
の
も
大
同
小
異
で
あ
る
。

l
ジ
ユ

豆

町
h

せ
し
め
た
o
Jl
h
刊
芳
行
、
川
副
引い

N-m内
卸
や
除
利
次
利
治
内
初
日
山
は
初
め
一
所
に
集
附
せ
ず
、
利
次
ウ
イ
チ
ヤ
ノ
カ
タ
ャ
ウ
チ

Jf
-
u
m
内
政
討ψ

=

い
て
、
松
任
問
此
fH
tγ

県
へ
た
。
A
E
q
H
K
煎
が
究
官
は
能
尖
似
に
こ
市
山
知
、制

μ
・
新
川
二
郎
に
入
瓜
引
で

カ
ガ
パ
リ

加
賀
鈎

古
河
に
点
ナ
る
釣
針
で
、

-

征
内
山
伐
に
従
ソ
た
川、

そ
の
佐
川
に
し
て
川
作
背
あ
っ
た
が
J
品
約
三
刊
以
降

ωμ
・刻
川
二
川
の
み
と
お
の
勾
主
や
仰
に
作
い
た
も
の
。
鮎
川
人
は
Mm'を
釣
る

一

カ
ガ
ノ
リ
ヨ
ウ
シ
ユ
加
賀
の
領
主
制
同
以
降
犯
し
た
も
内
が
あ
っ
た
幻
だ
と
い
は
れ
る
o
何
年
売
な
り
、
利
治
は
前
川
山
凶
f
三
川
引
の
外
江
川
山
市
大

に
川
ひ
る
O

市
政
川
代
に
は
よ上入
山
内
肢
で
あ
っ

一

の
加
れ
に
化
つ
て
は
、
天
川
、一
-作
総
川
悦

μ
が
、
山
市
首
、小川

々
成
政
山
間
雌
中
河
川
山川ル一枚
め、

前
川山刊

刊
加
で
あ
っ
た
が
、
亦
瓜
治
三
年
江
川山
山

一
M
M
と
能
美

-
た

。

一

川
勝
誌
に
之
を
佐
せ
し
め
た
山
川
、
阿
川
以
努
に
江
出
家
を
し
て
似
に
と
そ
何
せ
し
め
た
が
、
一
民
政
四
年
秋

一
都
六
ヶ
村
と
に
な
っ
た
。
是
よ
り
先
正
保
二
年
、
光
尚

一

カ
ガ
ハ
ン
キ
ン
ノ
ウ
シ
マ
ツ
加
賀
藩
勤
王
始
末

一

榔
を
、
刷
H
M
M
広
に
能
必
刷
を叫ん

へ
、

xuド
次
山刷
版

利

家
の
制
有
に
附
し
た
o
是
よ
O
先
決
d
十
八
年
、

-
卒
し
て
六
月
子
綱
紀
後
を
袋
ぎ
、
瓜
治
元
年
利
日
必

-
加
れ
滞
川
子
前
川
凶
叫
a
M
M
び
凶
仰
が
、.ん
れ
の
山
中
一
り
一

を
江
泊
川
火
山
唱
寺
に
む
い
た
が
、
同
八
年
に

4
t
b
、

北

陀

械
ト仁
川
刑
努
政
は
小
川
以
内
役
に
病
以
し
、
子
一芳

一
じ
て
、
十
二
且
ま
た
そ
の
義
老
対
と
、
別
に
利
治
が

一
附
か
ら
凶
mm
に
市
付
し
た
次
第
十
ぜ
述
べ
た
も
の

c、
一

改
め
て
引
川
・
河
北
一
一
仰
に
佐
久
川
崎
政
を
、
石

川

前

嗣
い
だ
が
、
院
長
二

年
越
後
在
日
山
以
に
移
さ

一
持
軍
努
忠
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
近
江
領
と
を
併
せ
、
合

一
野
口
之

布

の

記
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る

所
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あ

る
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m松山
刊
に
徳
山山川
町先作品
、
目
前
川
+
人
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寸
に
列
郷
返

れ、

そ
の
胤
(
目立
帥
口
一%
肪
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新
設
川
六
一
品
石
、
村
上

一
計
川
二
山
泊
五
千
石
に
な
っ
た
。
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よ
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‘
加
引
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加
賀
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八
加
。一

点
加
を
、
他
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制山勝
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本
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に
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ら
れ
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巾
、
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山
山
閉
山
の
時
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し
て
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別
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沿
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前
川
利
家
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本
紀
と
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川
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仰
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一

一年
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す
た
仙
、
柴
川
勝
一
生
と
近
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山
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山
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っ
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七
必
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一
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o
前
川
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修
即
応
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山
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一
て
之
に
腕
ち
、
慌
に
越
前
を
縦
て
加
引
に
人
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、
陥

m
引
い
北
爪
は
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松
に
移
っ
て
入
山
判
官
加

へ
、
松
任
と

一
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ガ
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加
賀
馬
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川
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刻
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加
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方
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一
約
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明治一一一
イ
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年
に
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ら
れ
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ゐ
る
o
滞↑

一山
城
に
在
る
佐
久
川
崎
政
の
同日作品
を
述
ひ
、
脱
政
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に
十
二
瓜
討
を
似
し
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o
但
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=
年
誕
小
早
川
努

一
の
白
山
積
山
口
に
在
る
白
山
富
及
び
附
凶
の
訓
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一
侠
全
慌
に
泌
じ
て
創
刊
制
す
る
万
一
し
あ
っ
た
の
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、
不
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一泊
鮒
巾
一白
川
・前
北
二
川
そ
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減
に
、
江
川
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秋
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例
町
仰
か
ら
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縦
し
、

努世
間
の
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を
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て

一
を
い
ふ
o白
山
航
川
即
日制
中
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録
『
務
総
二
年
九
且
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九

一
完
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に
終
っ
た
の
で
あ
ら
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o

一

仰
を
新
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に
越
前
出
庄
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城
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と
な
っ
た
川
一初
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禿
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を
畑
山
政
ひ
加制
U
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M
川
淵
に
移
さ
れ
、
四
年
二
且

一
日
制
林
初
法
門
作
歎
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府
教
常
脂
製
別
皆川被
v
柿
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』
一

カ
ガ
ハ
ン
ジ
ジ
ツ
プ
ン
ロ
ヲ
加
賀
藩
事
費
支
銭

一

に
邸
せ
し
め
、
山
し
て
大
刷
工
す
に
悦
口
努
肪
を
、
小

筑
間
筑
後
に
仰
い
刊
し
て
目
。
、
一山
ー
し
て
山
口
宗
永
は

一
と
あ
る
を
以
て
も
、
持制
閣
の
意
義
を
知
る
べ
き
で
あ

一
一=
十
川
、
山門

一
加
は
ん
例
拙掛
け
。
加
版
引
の
組
お
で
‘

一

松
に
村
上
倒
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を
山
む
い
て
、
共
に
H
M
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努
秋
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出
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っ
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白
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『
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判
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じ
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る
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0
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、
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た
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子
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討
っ
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は
、
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怠
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、
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内
剣
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。
御
山
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ヨ
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領
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凶
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ら
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ら
れ
る
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人
附
川
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一
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事
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、
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M
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あ
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、
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。
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迎
し
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械
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瓜
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二
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狭
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述
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付
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鎖
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